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近年開発が進む「空飛ぶクルマ」（AAM）の都市部における安全な航行には,建造物との衝突

を避けるための正確な自己位置特定が不可欠である.本研究では,既存インフラである交通信号機

を 5G の送信局として活用し[2],AAM 側で複数信号からの電波の到来角（AoA）を推定,三角法に

基づき三次元位置を算出する手法を提案する. 

到来角の推定には,高分解能な周波数推定法の一つ

である MUSIC 法を用いる[4].MUSIC 法は,受信信号か

ら到来方向のスペクトルを算出し,図 1 に示すような

鋭いピークを検出することで到来角を特定する.  

 

本研究で提案するシステムは,今後の高性能化に伴い 5G 基地局としての利用が見込まれる交

通信号機のアンテナを送信局として活用するものである[3].空飛ぶクルマ側で,複数の信号機から

送信された電波の到来方向（方位角および仰角）を,高分解能な周波数推定法の一つである

MUSIC 法を用いて推定する[4].理論上,最低 2 つの信号機からの到来角が得られれば,三角法の原

理に基づき機体の三次元位置を特定することが可能となる. 

 本手法の有効性を検証するため,新宿駅西側を模擬した都市環境でシミュレーションを行った.

都市部特有の課題であるビル壁面からの反射波は,受信電力に-70dBm の閾値を設けることで効

果的に排除できることを確認した.この条件下で到来角推定を行った結果,多くの地点で真値との

絶対誤差 0.3 度以内という極めて高い精度での位置推定に成功した.以上の結果から,交通信号機

インフラと MUSIC 法を組み合わせた本手法は,空飛ぶクルマの 自己位置推定技術として有効で

ある可能性が示された.今後は,反射波の誤認対策を進めるとともに,GNSS 等の既存システムと

複合的に利用することで,より信頼性と安全性の高い航行システムの実現を目指す. 
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